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Brentano によればMは表象，判断，情意の三つに区分され，そのうち判断は単純判断 (5J) と二重
判断 (DJ)とに分かれ， DJ は主辞判断と賓辞判断から成る D 主辞は Gardiner に従って「窮極対象J，
賓辞は同じく「近似対象」と名づける口「ものJ はすべて空間的には rnass. 時間的には energy であ
るから，具体的なものは何でも rnass-energy であって絶対規定を受けるが，われわれの判断は多く
の場合 DJ として相対的特殊化を行なう。なお英語では「もの」を空間的に捉える特性がある(例
The pictureis on the wall.) 
文法的主語に述語(述部)を加えた言語形式を節と言い 5+P として表示する。英語ではこの形式
が愛好され，無限に複雑なMに対して 15F の根本的なものは S十P ただ一つしかない。従って同じ
5+P でありながら実はその内に数個の 51+ Ph 52+ P2 ・・・を含むものが多いD なおMの単位は
「もの」であるが，表現の方では IXが・・・すること」も一つの単位となり，主語・目的語になり1
うる o これは 15F の比聡によって「こと J を「もの」なみに操作したので、ある。
さて本論文の中心部をなす「語法研究J の章では，この意味論の原理を各種の具体的語法に適用し
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て検証する。本章は「量の表現J， l主語と述語の問題」から「否定J， land と or の諸問題」に至るま
で24種の語法を逐次検討するが，函数論的考察が比較的自然に可能であるような語法を取り上げる。
いまそのうちから二つを例にとれば，
8. 二種の 'for all', 'all'には 0%ー→100%と拡大してゆく方向に沿って握把された「拡大の alU
と，ー→100%' という極限に注目し， all の全量が観客的にみて少ないことを暗示するばあいの「限
度のrallJ とがある学校文法などで， ' for all 十名詞 f を， in spite of十名詞y と簡単におきかえて
いるが， for 自体は，本質的には， 1理由の forJ であり， Not A for al B' において，......A と対照す
るため B の方に「拡大の alIJ をつけて用いたと見るべきである。また， He rnay be ill , for al 1 
know' などのばあい， for は「推論の forJ であり， 'al 1 Know=al1 rny knowledge' の al1 は
「限度の alIJ である D これにわざわざ， to the contrary' を添える形が生まれたのは all を「拡大
の allJと誤解したからである。このように， for al' :は二種に分かれるが， 厳密には， all の尺度
性に統一されるべき問題であり， all 一語で絶対量を表わすところに英語の拍象性をみることができ
る。この意味に用いられた all は常にf(X) であってXは 0 ， 00の聞を変動する。ただし原則的には
0 を含まないから，これは半開区間 (0， 00) において定義された函数で、あると言える口
2. See how he al，ぬys chooses the biggest. この文に出る 'how' は POD で， (wi th irnpreｭ
ssive force) that' と説明されている。この文で lsee されるもの」を y とおけば， y は「彼の選び
方」によって決定される。彼が選びとるものを変数 x とすれば y は x によってきまるものである。ゆ
えに how he chooses = y = f (x) とおくことができる口この際 f (函数)ということに意味があるの
は， x がさまざまに変りうるからで，それを how が表わしている。そこで (how) he chooses t he 
biggest=γ= f(a) で、は，特定のものを選ぶのであるから x の数値はきまっているの [lbiggest なも
の」を a とすれば，この場合 how. . .の意味するものは x=a とおいたときの y の値であり，固
定したものであるから意味を持たず無内容化する。それにもかかわらず how を残して that としな
いのは，あたかも f(x) =どにおいて x=3 の数値を代入したときの数値を 9 と記さずf(3) と記すの








例えば a) Sorne birds cannot f1y. b) There are sorne birds which cannot f1y. におて，
SJ を起こさせる契機は x cannot fly のxを， X (論理学上の f(X) とし知覚したというところにあ
り， a) , b) 共に根本の函数形式は x cannot f1y であるが，表現論ではその区別が問題になる。すな
わち「もの」をXとおけば， a) はXの論理積を作る過程であり， b) はその積をさらにXの 1 次項で
把握したもの(修飾語と X との積)を含むから， a) XsisXp=Xs. Xp ('s+p' の表現函数)， b) 
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There are MX (修飾語十[ものJ) ， M=IXp の特定値」という形に区別される口
sJ の表現に当り Xs. Xp 型の表現は論理的に必要でないのに英語ではこの型を好むD そのさいSJ
の表現であることから Xs は退化し Xp がM化する。一方 DJ において Xs is Xp の Xs が， massｭ
energy のうち mass の面で捉えられたとき，一般に Xp は名詞・形容詞であり， Xs. Xp の型で
S is P という連結動詞が用いられる。また Xs がその energy の面で捉えられたとき述語動詞が Xp
となる。ただし He swims well. と He is a good swimmer. との対応に見るように， s十P と S is P 
とはしばしば代替的である。
Xs.Xp と MX との関係は， いま係数を無視することにすれば y=X2 の曲線をとり， その曲線
の中に無限集合を作っている点を X2 と見るか，その方向係数 2x によって規定された点と見るか，
というこつの見方の関係に当る。言いかえれば，一般に， Xs.Xp を2次項として把握することと，
これを一つの積として MX として把握することとの違いは， X2 なるものを，そのままの姿で捉える
ことと，これを(方向) 2x (を持つ点)として捉えることとの相違に帰着する。

























は出典の選択にいま少レ慎重な考慮が望ましい。 Austen， Bronte 姉妹， Dickens, Thackeray など
に関しては適切であるが， Christe の探偵小説12篇から合計31箇所をあげながら， ~Hardy については
凡作の短篇 "The withered Arm"ー篇のみに頼り， Henry James, Forster, Lawrence など定評あ
る大作家も利用されていない。詩人がほとんど無視されているのはやむをえないとしても， Arnold , 
Pater, T. S. Eliot など卓越した批評家から文例を求めるべきであろう口著者の本論文における目的l
は，近代の，いなむしろ現代のわれわれに身近かな，英語について意味論を展開することにあるが，
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